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賛
否
両
論
で
真
っ
二
つ

れ
た
４
５
４
４
市
の
会
計
報

告
で
、
残
り
１
０
２
６
市
は

会
計
報
告
が
未
提
出
か
、
分

析
に
は
不
十
分
な
デ
ー
タ
し

か
な
か
っ
た
。

　

調
査
対
象
の
８
６
％
は
、

財
政
状
況
が「
困
難
」か「
危

機
的
」
な
状
態
で
、「
非
常

に
良
い
」と
さ
れ
た
の
は
０
・

３
％
の
み
だ
っ
た
。
Ｆ
ｉ
ｒ

ｊ
ａ
ｎ
は
各
市
の
財
政
状

態
を
、「
自
ら
収
入
を
生
み

出
す
力
」、「
支
出
に
お
け
る

人
件
費
の
割
合
」、「
投
資
」、

「
負
債
の
流
動
性
」、「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
」
の
５
部
門
に

分
け
て
分
析
し
た
。

　

Ｆ
ｉ
ｒ
ｊ
ａ
ｎ
の
チ
ー
フ

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
、
財
政
管

理
指
数
（
Ｉ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
）
責
任

者
の
ギ
リ
ェ
ル
ミ
・
マ
ル
セ

ス
氏
は
、「
調
査
結
果
は
非

常
に
懸
念
す
べ
き
内
容
だ
っ

た
。
爆
発
寸
前
の
爆
弾
を
見

て
い
る
か
の
よ
う
だ
」
と

語
っ
た
。

　

昨
年
の
レ
パ
ト
リ
ア
ソ
ン

　

１
０
日
未
明
、
下
院
の
政
治
改
革
特
別
委
員
会
が
、
１
７
対
１
５
と
い
う
き
わ

ど
い
票
で
、
大
政
党
に
有
利
な
選
挙
シ
ス
テ
ム
変
更
案
（
デ
ィ
ス
ト
リ
タ
ン
＝
大

選
挙
区
単
記
相
対
多
数
性
）
を
承
認
し
た
が
、
下
院
・
上
院
全
体
で
の
通
過
が
難

し
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。
１
０
、１
１
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

一
方
、
１
０
日
未
明
に
下

院
特
別
委
員
会
で
承
認
さ
れ

た
デ
ィ
ス
ト
リ
タ
ン
は
、
連

邦
議
員
や
州
議
員
、
市
会
議

員
の
当
選
シ
ス
テ
ム
の
改
正

法
案
だ
。

　

現
在
の
選
挙
制
度
で
は
候

補
者
名
も
し
く
は
政
党
名
で

投
票
を
行
う
が
、
当
選
を
決

め
る
の
は
候
補
者
個
人
の
得

票
数
で
は
な
い
。
現
在
は
、

各
候
補
が
得
た
票
が
政
党
毎

に
集
計
さ
れ
、
投
票
総
数
と

各
政
党
の
得
票
数
か
ら
各
政

党
の
当
選
者
数
が
割
り
出
さ

れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
比
例
代

表
制
」
の
形
だ
か
ら
だ
。

　

だ
が
、
デ
ィ
ス
ト
リ
タ
ン

で
は
単
純
に
多
く
票
を
獲
得

し
た
議
員
が
当
選
し
、
落
選

者
へ
の
票
は
事
実
上
効
力
を

失
う
し
、
極
端
に
多
く
の
票

を
得
た
候
補
の
票
が
他
の
候

補
の
当
選
に
繋
が
る
可
能
性

も
な
く
な
る
。
こ
の
た
め
、

今
後
は
、
よ
り
多
く
の
候
補

者
擁
立
よ
り
、
当
選
可
能
な

候
補
を
立
て
る
方
針
へ
の
変

更
が
強
い
ら
れ
る
。

　

デ
ィ
ス
ト
リ
タ
ン
に
つ
い

　

１
８
年
大
統
領
選
の
注
目

候
補
の
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
下
議
が
１
０
日
、
記

者
会
見
を
開
き
、
全
国
環
境

党
（
Ｐ
Ｅ
Ｎ
・
愛
国
党
に
改

名
予
定
）
へ
の
移
籍
を
「
婚

約
者
」
と
い
う
形
で
表
現
し

た
。
同
氏
は
、
同
党
が
最
高

裁
に
対
し
て
起
こ
し
た
「
裁

て
は
「
零
細
政
党
が
不
利
に

な
る
」
な
ど
と
し
、
現
時
点

で
は
反
対
と
い
う
政
党
も
相

当
数
あ
る
。
反
対
者
は
労
働

者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
を
中
心
と
す

る
野
党
だ
け
で
は
な
く
、
社

会
民
主
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
や
共

和
党
（
Ｐ
Ｒ
）、
ブ
ラ
ジ
ル

共
和
党
（
Ｐ
Ｒ
Ｂ
）
な
ど
、

連
立
与
党
の
中
で
強
い
勢
力

と
な
り
つ
つ
あ
る
セ
ン
ト
ロ

ン
系
の
政
党
も
反
対
の
声
を

あ
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
上
院
が
既
に
承
認

し
、
下
院
の
審
議
待
ち
の
法

案
に
は
、
議
員
選
で
の
他
政

党
と
の
連
立
出
馬
を
禁
じ
る

法
案
も
あ
り
、
よ
り
大
き
な

政
党
と
の
連
立
に
依
存
し
て

き
た
零
細
政
党
の
立
場
が
よ

り
厳
し
く
な
る
。

　

ま
た
、
政
治
改
革
法
案
の

下
院
特
別
委
員
会
は
通
過

（
Ｒ
）
法
に
よ
り
、
国
外
隠

し
資
産
の
恩
赦
の
た
め
に
払

わ
れ
た
罰
金
と
税
金
が
、
各

自
治
体
に
も
配
分
さ
れ
た
の

で
、
実
情
よ
り
は
ま
し
な
結

果
が
出
て
い
る
。

　

一
例
は
人
件
費
だ
。

５
７
５
市
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｆ
の

「
人
件
費
を
収
入
の
６
割
以

内
に
留
め
る
」
を
果
た
せ
て

い
な
い
。
Ｒ
法
の
恩
恵
分
を

入
れ
な
い
と
、
こ
の
数
は

８
７
１
市
に
な
る
。
ま
た
、

Ｒ
法
の
恩
恵
が
な
い
と
、
今

年
か
ら
の
新
市
政
に
最
低
限

必
要
な
資
金
を
残
せ
な
か
っ

た
自
治
体
数
は
、
７
１
５
か

ら
１
０
４
３
に
跳
ね
上
が
っ

務
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
不
況

に
よ
る
税
収
減
や
拙
い
財
政

管
理
の
せ
い
で
財
政
破
綻
に

陥
っ
た
市
は
、
職
員
の
人
件

費
が
規
定
枠
を
超
え
、
財
務

局
に
会
計
報
告
を
出
す
こ
と

も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
た
。

新
市
政
に
負
債
を
残
し
た
市

も
７
１
５
あ
り
、
負
債
総
額

は
６
３
億
レ
に
上
る
。

　

Ｆ
ｉ
ｒ
ｊ
ａ
ｎ
が
分
析
し

た
の
は
、
財
務
局
に
提
出
さ

　

リ
オ
州
工
業
連
盟
（
Ｆ

ｉ
ｒ
ｊ
ａ
ｎ
）
が
１
０
日

に
発
表
し
た
調
査
に
よ
る

と
、
伯
国
全
土
の
５
５
７
０

市
中
、
少
な
く
と
も
３
８
％

に
あ
た
る
２
０
９
１
市
は
、

２
０
１
６
年
の
会
計
が
財
政

責
任
法
（
Ｌ
Ｒ
Ｆ
）
に
抵
触

し
、
罰
則
を
受
け
る
可
能
性

が
あ
る
と
、
１
１
日
付
伯
字

紙
各
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

昨
年
は
統
一
地
方
選
が
行

わ
れ
、
各
市
長
は
、
今
年
か

ら
の
新
市
政
に
市
の
財
政
を

健
全
な
状
態
で
引
き
継
ぐ
義

８
割
余
が「
困
難
」か「
危
機
的
」

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
の
利
益
還
元
額
は
？

慢
性
的
な
補
助
金
頼
み
の
体
質

て
し
ま
う
。
こ
れ
は
犯
罪
行

為
で
、
昨
年
ま
で
の
市
長
に

は
禁
固
刑
の
可
能
性
さ
え
あ

る
。

　

マ
ル
セ
ス
氏
は
、
連
邦
政

府
、
州
政
府
、
市
政
の
ど
の

レ
ベ
ル
で
も
、
問
題
は
共
通

し
て
い
る
と
語
る
。
人
件
費

に
代
表
さ
れ
る
義
務
的
支
出

が
膨
れ
上
が
り
、
財
政
を
圧

迫
し
て
い
る
の
だ
。

　

多
く
の
市
は
慢
性
的
に
、

州
や
連
邦
政
府
か
ら
の
補
助

金
、
助
成
金
頼
み
の
体
質
に

な
っ
て
い
る
。
調
査
で
は
、

収
入
に
お
け
る
税
収
の
割
合

が
２
割
に
も
達
し
て
い
な
い

自
治
体
が
８
２
％
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
北
東
部
で
は

こ
の
割
合
が
９
３
・
２
％
に

な
る
。
北
部
で
は
、
ロ
ラ
イ

マ
州
都
ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
市

や
、
ア
マ
パ
ー
州
都
マ
カ

パ
ー
さ
え
も
こ
の
グ
ル
ー
プ

に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

個
人
献
金
と
候
補
者
の
自
己

資
金
、
国
が
各
党
に
払
う
政

党
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
資
金
の

三
つ
が
選
挙
資
金
と
な
る
。

　

９
日
に
２
５
対
８
で
承
認

さ
れ
た
選
挙
基
金
設
置
法
案

は
、
国
庫
へ
の
歳
入
の
０
・

５
％
に
あ
た
る
金
額
を
各
政

党
へ
の
選
挙
基
金
と
す
る

と
い
う
も
の
で
、
現
在
の

政
府
財
政
に
換
金
す
る
と
約

３
６
億
レ
ア
ル
に
相
当
す

る
。
た
だ
し
、
各
政
党
へ
の

割
当
額
な
ど
の
詳
細
は
今
後

の
検
討
課
題
だ
。

　

こ
の
選
挙
基
金
に
関
し
、

ジ
ェ
ツ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
ス

財
団
の
ジ
オ
ゴ
・
ラ
イ
ス
調

査
員
は
、「
経
済
危
機
の
上

に
、
保
健
や
教
育
部
門
へ
の

政
府
の
資
金
が
足
り
な
い
状

況
下
で
の
基
金
設
置
は
、
国

民
へ
の
負
担
を
増
や
す
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
る
。

今年１月１日付で、リオ市長に就任したマルセロ・クリ
ヴェッラ氏（右）（参考画像・Shana Reis/ GERJ）

１０日の選挙法改正特別委員会（Lula Marques/AGPT）

国
庫
か
ら
巨
額
選
挙
費
用
拠
出
？

中
に
は
、「
下
院
の
議
席
数

が
１
・
５
％
未
満
の
政
党
に

は
政
党
フ
ァ
ン
ド
利
用
や
議

員
特
権
を
認
め
な
い
」
と
の

規
定
も
あ
る
と
さ
れ
、
零
細

政
党
は
生
き
残
り
さ
え
困
難

に
な
り
か
ね
な
い
。

判
で
２
審
以
上
で
有
罪
に
な

る
と
出
馬
で
き
な
い
」
と
い

う
判
断
見
直
し
を
求
め
る
訴

訟
を
取
り
下
げ
れ
ば
正
式
に

入
党
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
そ
れ
に
し
て
も
、
大
統
領

選
の
世
論
調
査
で
支
持
率
２

位
の
人
物
で
、
１
０
日
夜
の

ネ
ッ
ト
で
は
話
題
に
な
っ
て

い
た
の
に
、
１
１
日
付
伯
字

紙
が
こ
の
話
題
に
割
い
た
紙

面
面
積
は
わ
ず
か
な
も
の
。

か
ね
て
か
ら
の
差
別
的
問
題

発
言
に
加
え
、
下
議
３
人
の

小
政
党
に
移
籍
で
は
本
気
に

さ
れ
な
い
の
が
現
実
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
０
日
夜
か
ら
約
７
０
人

の
抗
議
団
体
が
聖
市
議
会
を

占
拠
し
て
い
た
が
、
１
１
日

午
後
に
退
去
し
た
。
彼
ら
は

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
市
長
が

推
し
進
め
て
い
る
公
園
や
霊

園
な
ど
の
民
営
化
と
、
学
生

へ
の
無
料
乗
車
券
の
使
用
条

件
変
更
に
反
対
し
て
い
る
。

聖
州
地
裁
が
「
５
日
以
内
の

退
散
」
を
命
じ
た
こ
と
と
、

市
議
会
議
長
が
１
４
日
の
議

員
ら
と
の
会
合
と
１
５
日
の

本
会
議
で
の
発
言
を
認
め
た

こ
と
を
受
け
て
、
立
ち
退
い

た
。
ド
リ
ア
市
長
は
「
そ
ん

な
抗
議
を
し
て
も
無
駄
」
と

一
蹴
し
た
が
、
は
た
し
て
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
０
日
は
サ
ッ
カ
ー
の
リ

ベ
ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯
の
ベ
ス

ト
１
６
戦
２
試
合
が
行
わ

れ
た
。
サ
ン
ト
ス
は
評
判
の

キ
ー
パ
ー
、
ヴ
ァ
ン
デ
ル
レ

イ
の
再
三
の
美
技
で
ピ
ン
チ

を
逃
れ
、
１
―
０
で
ア
ト
レ

チ
コ
・
パ
ラ
ナ
エ
ン
セ
を
２

試
合
連
続
で
下
し
、
準
々
決

勝
進
出
を
決
め
た
。
同
日
は

Ｗ
杯
南
米
予
選
の
セ
レ
ソ
ン

の
発
表
日
で
も
あ
り
、
そ
こ

で
彼
が
選
に
漏
れ
た
こ
と
を

不
満
が
る
人
も
目
立
っ
て
い

た
た
め
、
歓
声
も
ひ
と
き
わ

大
き
か
っ
た
。

　

前
リ
オ
市
長
の
エ
ド
ゥ
ア

ル
ド
・
パ
エ
ス
氏
（
民
主
運

動
党
・
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
が
リ
オ

五
輪
会
場
の
ゴ
ル
フ
場
建
設

を
担
当
し
た
フ
ィ
オ
ー
リ
不

動
産
開
発
社
（
Ｆ
Ｅ
Ｉ
）
に

対
し
、
不
当
に
環
境
税
を
免

除
し
た
と
す
る
リ
オ
州
検
察

の
告
発
が
受
理
さ
れ
、
前
市

長
と
Ｆ
Ｅ
Ｉ
が
被
告
と
な
っ

た
と
１
１
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ

紙
が
報
じ
た
。

　

パ
エ
ス
被
告
の
罪
状
は
不

正
行
政
だ
。
検
察
側
は
、
前

市
長
は
１
３
年
に
、
Ｆ
Ｅ

Ｉ
が
ゴ
ル
フ
場
建
設
に
よ
る

環
境
破
壊
の
埋
め
合
わ
せ
と

し
て
本
来
払
う
べ
き
環
境

税
１
８
０
万
レ
ア
ル
の
支

払
い
を
免
除
し
て
お
り
、
現

在
の
価
格
で
は
最
低
で
も

４
０
０
万
レ
の
損
失
を
リ
オ

市
財
政
に
与
え
た
と
し
て
い

る
。

　

検
察
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｉ
は
、
環

境
税
を
支
払
う
と
建
設
費
が

予
定
を
超
過
す
る
と
し
、
支

払
い
免
除
を
環
境
局
長
カ
ル

ロ
ス
・
ム
ニ
ス
氏
（
当
時
）

に
要
請
し
た
が
、
断
ら
れ
る

と
、
パ
エ
ス
市
長
（
当
時
）

に
そ
れ
を
要
請
し
、
パ
エ
ス

市
長
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
た

と
し
た
。

　

Ｆ
Ｅ
Ｉ
は
ゴ
ル
フ
場
建
設

費
用
を
６
千
万
レ
と
見
積

も
っ
て
い
た
が
、
環
境
税
を

免
れ
た
結
果
、
建
設
費
用
は

５
８
３
０
万
レ
で
済
ん
だ
。

　

こ
の
差
額
の
１
７
０
万
レ

は
、
環
境
税
と
ほ
と
ん
ど
同

額
で
、
リ
オ
市
が
環
境
税
を

徴
収
し
て
い
て
も
、
工
費
は

ほ
ぼ
見
積
も
り
通
り
だ
っ
た

こ
と
に
な
る
。

　

ゴ
ル
フ
場
の
建
設
は
、
用

地
選
定
の
段
階
か
ら
議
論

を
巻
き
起
こ
し
て
い
た
。

パ
エ
ス
前
市
長
は
、
五
輪

用
の
ゴ
ル
フ
場
と
し
て

５
万
８
５
０
０
平
米
に
及
ぶ

自
然
公
園
開
発
に
ゴ
ー
サ
イ

ン
を
出
し
た
本
人
だ
。

　

パ
エ
ス
前
市
長
は
広
報
を

通
じ
て
、「
８
月
１
日
に
司

法
は
、
リ
オ
市
財
政
は
い
か

な
る
損
害
も
受
け
て
い
な
い

と
の
判
断
を
下
し
て
い
る
」

と
書
面
で
発
表
し
た
。

　
【
既
報
関
連
】
連
邦
貯
蓄

銀
行
（
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
）
が
８

日
に
発
表
し
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
勤
続
年
数
保
障
基
金

（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
）
の
利
益
還
元

を
受
け
る
資
格
が
あ
る
労
働

者
は
８
８
０
０
万
人
で
、
配

当
金
は
８
月
末
ま
で
に
各
口

座
に
振
り
込
ま
れ
る
。

　

１
０
、１
１
日
付
伯
字

紙
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
還

元
さ
れ
る
の
は
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ

が
１
６
年
に
得
た
利
益
の

半
分
の
７
２
億
８
千
万
レ

で
、
配
当
を
受
け
る
の
は
、

８
８
０
０
万
人
の
労
働
者
が

持
つ
、
２
億
４
５
７
０
万
の

口
座
だ
。
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
の
口
座

は
勤
務
先
が
変
わ
る
度
に
作

ら
れ
、
複
数
の
口
座
を
持
つ

人
が
多
い
。

　

配
当
は
昨
年
末
現
在

の
残
高
１
０
０
レ
に
つ

き
１
・
９
３
レ
で
、
各
口

座
へ
の
配
当
額
の
平
均

は
２
９
・
６
２
レ
だ
。
配

当
額
が
１
０
レ
以
下
の
口

座
は
１
億
８
０
９
４
万

で
、
１
０
・
０
１
〜

１
０
０
レ
の
口
座
は

４
７
８
８
万
、１
０
０
・
０
１

〜
１
千
レ
の
口
座
は
１
６
０

２
万
、１
０
０
０
・
０
１
〜

５
千
レ
の
口
座
は
８
３
万
５

４
３
０
、５
０
０
０
・
０
１

レ
以
上
入
る
口
座
は

２
万
４
５
７
０
だ
。

　

こ
の
利
益
還
元
で
昨
年
末

現
在
の
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
基
金
（
預

入
金
も
含
む
）
に
つ
い
た
利

子
は
年
７
・
１
４
％
（
還
元

な
し
だ
と
５
・
１
１
％
）
と

な
り
、
年
間
イ
ン
フ
レ
率
の

６
・
２
９
％
を
上
回
っ
た
。

だ
が
、
ポ
ウ
パ
ン
サ
の
８
・

３
％
よ
り
は
低
か
っ
た
。

　

利
益
還
元
に
関
す
る
情
報

は
、
電
話
０
８
０
０
・
７
２

６
・
２
０
１
７
で
受
け
付
け

る
。
照
会
に
は
、
名
前
と
納

税
者
番
号
（
Ｃ
Ｐ
Ｆ
）、
ま

た
は
社
会
統
合
基
金
の
番
号

（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
）
が
必
要
だ
。

　

配
当
金
は
今
月
中
に
振
り

込
ま
れ
る
が
、
引
き
出
し
は

通
常
の
口
座
残
額
同
様
、
正

当
な
理
由
の
な
い
解
雇
、
家

屋
購
入
、重
病
や
急
病
治
療
、

災
害
被
害
、年
金
受
給
開
始
、

７
０
歳
を
越
え
た
場
合
な
ど

に
限
ら
れ
る
。

　

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
の
基
金
は
、
上

下
水
道
整
備
や
イ
ン
フ
ラ
、

公
共
住
宅
建
設
と
い
っ
た
事

業
へ
の
融
資
や
投
資
な
ど
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
は
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た

利
益
は
国
庫
に
入
っ
て
い
た

が
、
今
回
は
半
額
を
労
働
者

に
還
元
す
る
事
に
な
っ
た
。

　

た
だ
、
景
気
回
復
の
遅
れ

や
財
政
調
整
の
た
め
の
法
案

審
議
の
遅
れ
な
ど
で
、
公

庫
で
の
税
収
と
支
出
の
バ

ラ
ン
ス
改
善
は
進
ん
で
い

な
い
。
企
画
省
は
、
今
年

基
礎
的
財
政
収
支
の
目
標

（
１
３
９
０
億
レ
の
赤
字
）

を
１
５
９
０
億
レ
の
赤
字
に

見
直
す
方
向
で
調
整
を
進
め

て
い
る
。

　

１
１
日
朝
、
リ
オ
州
ニ
テ

ロ
イ
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
７

人
組
に
乗
っ
取
ら
れ
、
２
歳

児
２
人
が
一
時
誘
拐
さ
れ
る

（
後
に
釈
放
）
事
件
が
起
き

た
。
１
１
日
付
伯
字
紙
サ
イ

ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

報
道
に
よ
る
と
、
こ
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
は
午
後
７
時
前

に
ニ
テ
ロ
イ
の
バ
レ
ッ
ト
地

区
で
子
供
を
受
け
取
る
た
め

に
停
車
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

７
人
組
の
武
装
集
団
に
制
圧

さ
れ
た
。
犯
人
た
ち
は
、
中

に
い
た
２
歳
児
２
人
を
乗
せ

た
ま
ま
、
別
の
所
に
移
動
す

る
よ
う
運
転
手
に
命
じ
た
。

　

証
言
者
の
話
に
よ
る
と
、

犯
人
た
ち
は
ど
こ
か
ら
か
逃

げ
て
き
た
ら
し
く
、
他
の
車

に
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
て
い
た

が
、
反
対
側
の
車
線
に
複
数

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
停
ま
っ

て
い
る
の
を
見
て
、
そ
の
う

ち
の
１
台
を
乗
っ
取
っ
た
よ

う
だ
。

　

バ
ス
の
運
転
手
は
犯
行
に

気
づ
き
、
大
急
ぎ
で
車
内
に

い
た
子
供
た
ち
を
降
ろ
そ
う

と
し
た
が
、
６
人
中
、
４
人

ま
で
を
降
ろ
し
た
時
点
で
犯

人
た
ち
に
従
わ
ざ
る
を
え
な

く
な
っ
た
と
い
う
。

　

バ
ス
は
ニ
テ
ロ
イ
の
近
く

の
サ
ン
ゴ
ン
サ
ロ
方
面
に
向

か
い
、
モ
ロ
・
ダ
・
ペ
レ
イ

リ
ー
ニ
ャ
の
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ

に
入
っ
た
。

　

通
報
を
受
け
た
警
察
は
７

時
３
０
分
に
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ

に
到
着
。
８
時
前
に
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
見
つ
け
、
子
供
た

ち
を
無
事
に
保
護
し
た
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
も
安
全
に
域
外

に
移
さ
れ
た
が
、
逃
走
し
た

犯
人
た
ち
の
足
取
り
は
つ
か

め
て
い
な
い
。

外国為替市況
中銀サイトより

8月11日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.1716  R$
買　3.1704  R$

円相場
売　0.0291  R$
買　0.0291  R$

零細政党や新人に不利か
　

下
院
の
特
別
委
員
会
は
９

日
、「
デ
ィ
ス
ト
リ
タ
ン
」
に
先
立
っ
て
、
公
的
な
金
に

よ
る
選
挙
基
金
設
置
法
案
も

パ
エ
ス
前
リ
オ
市
長
が
被
告
に

環
境
税
を
不
当
に
免
除
し
た
疑
い
で

大
半
の
口
座
は
１
０
レ
以
下
の
配
当

選挙システム
改正法

自治体財政

２
千
超
の
市
が
財
政
責
任
法
抵
触

（２）２０１７年 第４８１６号 ８月 １２日 （土曜日）

早
朝
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
ジ
ャッ
ク

人
質
の
２
歳
児
２
人
は
無
事
保
護

リ オ

承
認
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
２

案
は
ど
ち
ら
も

選
挙
関
連
法
案

で
、
成
立
に
は

上
下
両
院
で
各

２
回
、
６
０
％

以
上
の
賛
成
票

獲
得
が
必
要
だ
。

ま
た
、
来
年
の

統
一
選
に
間
に

合
わ
せ
る
に
は

９
月
中
の
議
会

承
認
が
求
め
ら

れ
る
。

　

現
行
の
選

挙
制
度
で
は
、

２
０
１
５
年
に

企
業
献
金
が
禁

止
さ
れ
た
た
め
、



　

東と
う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

（
以い

後ご

、
東と

う

書し
ょ

）
版ば

ん

で
は
、
ロ
シ
ア
と
の
開か

い

戦せ
ん

を
こ
う
記し

る

す
。

　
政せ

い

府ふ

は
ロ
シ
ア
と
の
交こ

う

渉し
ょ
うを
あ
き
ら
め
て
，　
１
９
０
４
年ね

ん

２
月が

つ

、開か
い

戦せ
ん

に
ふ
み
切き

り
、日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
り
ま
し
た
。［
１
，　

ｐ
１
７
８
］

　

ど
ん
な
交こ

う

渉し
ょ
うを
し
た
の
か
を
記し

る

さ
ず
に
、
い
き
な
り
「
ロ
シ

ア
と
の
交こ

う

渉し
ょ
うを
あ
き
ら
め
て
」
で
は
唐と

う

突と
つ

で
、
な
ぜ
あ
き
ら
め

た
の
か
理り

解か
い

で
き
な
い
。
中な

か

村む
ら

粲ゆ
た
か

著ち
ょ

『
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う
へ
の
道み

ち

』

で
は
、ロ
シ
ア
政せ

い

府ふ

の
対た

い

応お
う

に
つ
い
て
、こ
う
説せ

つ

明め
い

さ
れ
て
い
る
。

［
３
，　
ｐ
９
７
］

　
そ
の
間か

ん

、
極

き
ょ
く

東と
う

の
ロ
シ
ア
軍ぐ

ん

隊た
い

に
は
動ど

う

員い
ん

令れ
い

を
下く

だ

し
、
満ま

ん

洲し
ゅ
うに
は
戒か

い

厳げ
ん

令れ
い

を
布し

く
な
ど
、
急き

ゅ
う
ピ
ッ
チ
で
戦せ

ん

争そ
う

準じ
ゅ
ん

備び

を
進す

す

め
て
行い

っ
た
。
明め

い

治じ

三さ
ん

十じ
ゅ
う

七し
ち

年ね
ん

一い
ち

月が
つ

十じ
ゅ
う

三さ
ん

日に
ち

、
我わ

が

国く
に

は
露ろ

国こ
く

に
最さ

い

終し
ゅ
う

提て
い

案あ
ん

を
行お

こ

な
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
側が

わ

は
何な

ん

ら
回か

い

答と
う

を
寄よ

せ
る
こ
と
な
く
戦せ

ん

闘と
う

準じ
ゅ
ん

備び

の
完か

ん

整せ
い

を
推す

い

進し
ん

す
る
の
み
で
あ
っ

た
。
空む

な

し
く
回か

い

答と
う

を
待ま

つ
こ
と
三さ

ん

週し
ゅ
う

間か
ん

、
我わ

が

国く
に

は
遂つ

い

に
二に

月が
つ

四よ
っ

日か

対た
い

露ろ

断だ
ん

交こ
う

と
開か

い

戦せ
ん

を
決け

っ

定て
い

、
同ど

う

六む
い

日か

、
露ろ

国こ
く

側が
わ

に
国こ

っ

交こ
う

断だ
ん

絶ぜ
つ

を
通つ

う

告こ
く

し
た
。

　
「
交こ

う

渉し
ょ
うを
あ
き
ら
め
て
」
と
は
、
ロ
シ
ア
側が

わ

が
交こ

う

渉し
ょ
うを
戦せ

ん

争そ
う

準じ
ゅ
ん

備び

の
た
め
の
時じ

間か
ん

稼か
せ

ぎ
に
使つ

か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

点て
ん

は
、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

の
記き

述じ
ゅ
つの
方ほ

う

が
具ぐ

体た
い

的て
き

で
よ
く
理り

解か
い

で
き

る
。

　
ロ
シ
ア
の
東ひ

が
し
ア
ジ
ア
で
の
軍ぐ

ん

備び

増ぞ
う

強き
ょ
うを
こ
の
ま
ま
認み

と

め
れ

ば
、
わ
が
国く

に

は
存そ

ん

立り
つ

の
危き

機き

を
む
か
え
る
と
考か

ん
が
え
た
政せ

い

府ふ

は

戦せ
ん

争そ
う

を
決け

つ

意い

し
、
１
９
０
４
（
明め

い

治じ

３
７
）
年ね

ん

２
月が

つ

、
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
り
ま
し
た
。［
２
，　
ｐ
９
１
］

日に
ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

　
～
世せ

界か
い

を
変か

え
た
一い

っ

戦せ
ん

２０１７年
ねん

７月
がつ

１日
たち

版
ばん

　

日に
ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

の
経け

い

過か

に
つ
い
て
、
東と

う

書し
ょ

版ば
ん

は
ほ
と
ん
ど
触ふ

れ
て

い
な
い
。［
１
，　
ｐ
１
７
９
］

　
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

は
苦く

戦せ
ん

を
重か

さ

ね
な
が
ら
も
戦せ

ん

争そ
う

を
進す

す

め
、
イ
ギ
リ

ス
や
ア
メ
リ
カ
も
、
戦せ

ん

費ぴ

の
調

ち
ょ
う

達た
つ

な
ど
の
面め

ん

で
日に

本ほ
ん

を
支し

援え
ん

し
ま
し
た
。
し
か
し
日に

本ほ
ん

の
戦せ

ん

力り
ょ
くは
限げ

ん

界か
い

に
達た

っ

し
、
ロ
シ
ア

国こ
く

内な
い

で
も
専せ

ん

制せ
い

政せ
い

治じ

に
対た

い

す
る
不ふ

満ま
ん

か
ら
革か

く

命め
い

運う
ん

動ど
う

が
起お

こ

る
な
ど
、
両

り
ょ
う

国こ
く

と
も
戦せ

ん

争そ
う

の
継け

い

続ぞ
く

が
困こ

ん

難な
ん

に
な
り
ま
し
た
。

　
日に

本ほ
ん

が
１
９
０
５
年ね

ん

５
月が

つ

の
日に

本ほ
ん

海か
い

海か
い

戦せ
ん

（
５
）
で
勝

し
ょ
う

利り

し
た
こ
と
を
機き

に
、・
・
・

　
と
、
こ
こ
か
ら
講こ

う

和わ

会か
い

議ぎ

の
説せ

つ

明め
い

に
入は

い
っ
て
し
ま
う
。
そ
し

て
唯ゆ

い

一い
つ
、
日に

本ほ
ん

海か
い

海か
い

戦せ
ん

に
つ
い
て
、
以い

下か

の
則そ

く

注ち
ゅ
うが
あ
る
。

　
日に

本ほ
ん

と
ロ
シ
ア
の
艦か

ん

隊た
い

が
直

ち
ょ
く

接せ
つ

砲ほ
う

火か

を
交ま

じ

え
た
日に

本ほ
ん

海か
い

海か
い

戦せ
ん

で
、
東と

う

郷ご
う

平へ
い

八は
ち

郎ろ
う

（
１
８
４
７
～
１
９
３
４
）
を
司し

令れ
い

長ち
ょ
う

官か
ん

と
す
る
日に

本ほ
ん

海か
い

軍ぐ
ん

は
、圧あ

っ

倒と
う

的て
き

な
勝

し
ょ
う

利り

を
収お

さ

め
ま
し
た
。

　

育い
く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

の
記き

述じ
ゅ
つは
は
る
か
に
詳

し
ょ
う

細さ
い

だ
。［
２
，　
ｐ

１
９
１
］

　
わ
が
国く

に

は
こ
の
戦せ

ん

争そ
う

に
国こ

く

力り
ょ
くの
す
べ
て
を
つ
ぎ
こ
み
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

や
満ま

ん

州し
ゅ
うで
は
げ
し
い
戦た

た
かい
を
く
り
広ひ

ろ

げ
ま
し
た
。陸り

く

軍ぐ
ん

は
、

ロ
シ
ア
が
築き

ず

い
た
旅り

ょ

順じ
ゅ
んの
要よ

う

塞さ
い

を
攻こ

う

撃げ
き

す
る
た
め
、
乃の

木ぎ

希ま
れ

典す
け

の
率ひ

き

い
る
軍ぐ

ん

を
送お

く

り
、
多お

お

く
の
犠ぎ

牲せ
い

を
払は

ら
っ
た
末す

え

に
旅り

ょ

順じ
ゅ
んを

占せ
ん

領り
ょ
うし
、
さ
ら
に
奉ほ

う

天て
ん

会か
い

戦せ
ん

で
も
勝

し
ょ
う

利り

を
収お

さ

め
ま
し
た
。

　
海か

い

上じ
ょ
うで
は
、
東と

う

郷ご
う

平へ
い

八は
ち

郎ろ
う

の
率ひ

き

い
る
連れ

ん

合ご
う

艦か
ん

隊た
い

が
ロ
シ
ア
の

バ
ル
チ
ッ
ク
艦か

ん

隊た
い

を
対つ

し

馬ま

沖お
き

で
む
か
え
撃う

ち
、
ほ
と
ん
ど
全ぜ

ん

滅め
つ

３
．
乃の

木ぎ

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

の
登と

う

場じ
ょ
う

し
な
い

        

東と
う

書し
ょ

版ば
ん

さ
せ
る
と
い
う
、
世せ

界か
い

の
海か

い

戦せ
ん

史し

に
例れ

い

を
見み

な
い
戦せ

ん

果か

を
収お

さ

め

ま
し
た
（
日に

本ほ
ん

海か
い

海か
い

戦せ
ん

）

　

日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

の
歴れ

き

史し

常じ
ょ
う

識し
き

と
し
て
、
旅り

ょ

順じ
ゅ
ん

攻こ
う

防ぼ
う

、
奉ほ

う

天て
ん

会か
い

戦せ
ん

、
日に

本ほ
ん

海か
い

海か
い

戦せ
ん

、
乃の

木ぎ

希ま
れ

典す
け

、
東と

う

郷ご
う

平へ
い

八は
ち

郎ろ
う

く
ら
い
は

知し

っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

は
「
乃の

木ぎ

希ま
れ

典す
け

」
と
題だ

い

し
た
コ
ラ
ム
を
設も

う

け
、「
敵て

き

の
名め

い

誉よ

も
尊そ

ん

重ち
ょ
うす
る
人じ

ん

格か
く

者し
ゃ

だ
っ

た
」
こ
と
、
さ
ら
に
戦せ

ん

後ご

、
負ふ

傷し
ょ
う

兵へ
い

の
た
め
に
乃の

木ぎ

式し
き

義ぎ

手し
ゅ

を
製せ

い

作さ
く

・
配は

い

布ふ

し
た
り
、
学が

く

習し
ゅ
う

院い
ん

院い
ん

長ち
ょ
うと
し
て
裕ひ

ろ

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

（
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

）
の
教

き
ょ
う

育い
く

に
当あ

た
っ
た
こ
と
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。

　

乃の

木ぎ

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

は
、
国こ

く

内な
い

の
み
な
ら
ず
、
海か

い

外が
い

で
も
お
お
い
に

尊そ
ん

敬け
い

さ
れ
た
人じ

ん

物ぶ
つ

で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
拙せ

っ

著ち
ょ

『
世せ

界か
い

が

称し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

国こ
く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

』
で
は
、
乃の

木ぎ

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

が
米べ

い

国こ
く

の
青せ

い

年ね
ん

従じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

記き

者し
ゃ

か
ら
＂
Ｆ
ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ　

Ｎ
ｏ
ｇ
ｉ
＂
と

し
て
、
い
か
に
敬け

い

愛あ
い

さ
れ
た
か
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

両
り
ょ
う

軍ぐ
ん

合あ

わ
せ
て
約や

く

８
万ま

ん

７
千せ

ん

人に
ん

も
の
死し

傷し
ょ
う

者し
ゃ

を
出だ

し
た
旅り

ょ

順じ
ゅ
ん

攻こ
う

囲い

戦せ
ん

の
後あ

と

、
乃の

木ぎ

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

は
降こ

う

伏ふ
く

後ご

の
ス
テ
ッ
セ
ル
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

以い

下か

に
帯た

い

剣け
ん

、
勲く

ん

章し
ょ
う

佩は
い

用よ
う

を
許ゆ

る

し
、
肩か

た

を
並な

ら

べ
て
記き

念ね
ん

写し
ゃ

真し
ん

を
と
り
、
そ
の
武ぶ

士し

道ど
う

精せ
い

神し
ん

は
世せ

界か
い

を
驚

き
ょ
う

嘆た
ん

さ
せ
た
。「
敵て

き

の

名め
い

誉よ

も
尊そ

ん

重ち
ょ
うす
る
人じ

ん

格か
く

者し
ゃ

だ
っ
た
」
と
は
、
こ
の
事こ

と

を
指さ

し
て

い
る
。

　
こ
の
６
年ね

ん

後ご

に
、
乃の

木ぎ

は
イ
ギ
リ
ス
国こ

く

王お
う

戴た
い

冠か
ん

式し
き

参さ
ん

列れ
つ

の

後あ
と

、
欧お

う

州し
ゅ
う

各か
っ

国こ
く

を
歴れ

き

訪ほ
う

し
た
が
、「
彼か

れ

が
ほ
と
ん
ど
全ぜ

ん

欧お
う

州
し
ゅ
う

諸し
ょ

国こ
く

よ
り
受う

け
た
王お

う

侯こ
う

に
対た

い

す
る
が
ご
と
き
尊そ

ん

敬け
い

と
希ま

れ

に
み

る
所と

こ
ろの
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

」
と
評ひ

ょ
うさ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ほ
ど
国こ

く

内な
い

外が
い

で
尊そ

ん

敬け
い

さ
れ
た
乃の

木ぎ

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

は
、
東と

う

書し
ょ

版ば
ん

で
は
名な

前ま
え

す
ら
登と

う

場じ
ょ
うし
な
い
。
与よ

謝さ

野の

晶あ
き

子こ

の
反は

ん

戦せ
ん

歌か

の
つ
ま

み
食ぐ

い
的て

き

紹し
ょ
う

介か
い

で
何な

ん

行ぎ
ょ
うも
使つ

か

う
く
ら
い
な
ら
、
明め

い

治じ

日に

本ほ
ん

の

国こ
く

内な
い

外が
い

で
最も

っ
と
も
尊そ

ん

敬け
い

さ
れ
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
一ひ

と

人り

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
べ
き
だ

ろ
う
。
そ
れ
が
青せ

い

少し
ょ
う

年ね
ん

向む

け
歴れ

き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

の
責せ

き

務む

で
は
な
い

か
。

　

乃の

木ぎ

と
同ど

う

様よ
う

、
世せ

界か
い

的て
き

に
尊そ

ん

敬け
い

さ
れ
た
の
が
東と

う

郷ご
う

平へ
い

八は
ち

郎ろ
う

で
あ
る
。
東と

う

郷ご
う

指し

揮き

す
る
日に

本ほ
ん

海か
い

軍ぐ
ん

が
成な

し
遂と

げ
た
日に

本ほ
ん

海か
い

海か
い

戦せ
ん

勝し
ょ
う

利り

に
つ
い
て
、
英え

い

国こ
く

の
著ち

ょ

名め
い

な
戦せ

ん

史し

家か

Ｈ
・
Ｗ
・
ウ
ィ

ル
ソ
ン
は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
評ひ

ょ
うし
て
い
る
。

 

あ
あ
、
こ
れ
何な

ん

た
る
大だ

い

勝し
ょ
う

利り

か
、
陸り

く

戦せ
ん

に
於お

い
て
も
、
海か

い

戦せ
ん

に
於お

い
て
も
、
歴れ

き

史し

上じ
ょ
う、
未い

ま

だ
か
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
完か

ん

全ぜ
ん

な

１
．
開か

い

戦せ
ん

大だ
い

勝し
ょ
う

利り

を
見み

た
こ
と
が
な
い
。
実じ

つ

に
こ
の
海か

い

戦せ
ん

は
、
ト
ラ
フ
ァ

ル
ガ
ー
海か

い

戦せ
ん

と
比ひ

較か
く

し
て
も
、そ
の
規き

模ぼ

、遙は
る

か
に
大だ

い

で
あ
る
。

　

バ
ル
チ
ッ
ク
艦か

ん

隊た
い

３
８
隻せ

き

の
大だ

い

陣じ
ん

容よ
う

の
う
ち
、
撃げ

き

沈ち
ん

１
９
、

捕ほ

獲か
く

５
、
逃と

う

走そ
う

中ち
ゅ
うの
沈ち

ん

没ぼ
つ

・
自じ

爆ば
く

・
他た

国こ
く

抑よ
く

留り
ゅ
う１
０
隻せ

き

で
、
ロ
シ
ア
艦か

ん

隊た
い

が
失

う
し
な

っ
た
艦か

ん

船せ
ん

合ご
う

計け
い

３
４
隻せ

き

の
排は

い

水す
い

量
り
ょ
う

１
９
万ま

ん

５
１
６
２
ト
ン
。
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
沈ち

ん

没ぼ
つ

は
水す

い

雷ら
い

艇て
い

３
隻せ

き

、

２
５
５
ト
ン
は
そ
の
０
．
１
３
％
に
過す

ぎ
な
か
っ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
１
０
０
年ね

ん

前ま
え

の
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
海か

い

戦せ
ん

が
、
そ
れ

ま
で
の
世せ

界か
い

海か
い

戦せ
ん

史し

上じ
ょ
うで
も
っ
と
も
勝

し
ょ
う

敗は
い

の
差さ

が
際き

わ

だ
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
艦か

ん

隊た
い

が
沈ち

ん

没ぼ
つ

ま
た
は
捕ほ

獲か
く

し
た
の

は
、
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
艦か

ん

隊た
い

３
３
隻せ

き

中ち
ゅ
う２
２
隻せ

き

に
過す

ぎ
ず
、

ま
た
名め

い

提て
い

督と
く

ネ
ル
ソ
ン
も
戦せ

ん

死し

し
て
い
る
。

　
こ
ん
な
大だ

い

勝し
ょ
う

利り

を
、
開か

い

国こ
く

し
た
ば
か
り
の
黄お

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

の
小

し
ょ
う

国こ
く

が
成な

し
遂と

げ
た
、
と
い
う
こ
と
が
、
欧お

う

米べ
い

人じ
ん

を
驚お

ど
ろ
か
せ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
新し

ん

聞ぶ
ん

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
サ
ン
」
は
次つ

ぎ

の
よ
う
に

社し
ゃ

説せ
つ

で
述の

べ
た
。

　
日に

本ほ
ん

艦か
ん

隊た
い

が
ロ
シ
ア
艦か

ん

隊た
い

を
潰か

い

滅め
つ

さ
せ
た
こ
と
は
、
海か

い

軍ぐ
ん

史し

の
み
な
ら
ず
世せ

界か
い

史し

上じ
ょ
う

例れ
い

の
な
い
大だ

い

偉い

業ぎ
ょ
うで
あ
る
。
日に

本ほ
ん

が
鎖さ

国こ
く

を
と
い
た
の
は
わ
ず
か
５
０
年ね

ん

前ま
え

で
あ
り
、
海か

い

軍ぐ
ん

ら
し

い
海か

い

軍ぐ
ん

を
持も

っ
て
か
ら
１
０
年ね

ん

に
も
た
た
ぬ
の
に
、
早は

や

く
も
世せ

界か
い

一い
ち

流り
ゅ
うの
海か

い

軍ぐ
ん

国こ
く

に
な
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

海か
い

海か
い

戦せ
ん

は
日に

本ほ
ん

史し

の
み
な
ら
ず
、
世せ

界か
い

史し

で
も
記き

述
じ
ゅ
つ

す
べ
き
出で

来き

事ご
と

な
の
で
あ
る
。「
世せ

界か
い

の
海か

い

戦せ
ん

史し

に
例れ

い

を
見み

な

い
戦せ

ん

果か

」
と
い
う
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

の
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

は
誇こ

張ち
ょ
うで
は
な
い
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
て
、
東と

う

書し
ょ

版ば
ん

の
「
圧あ

っ

倒と
う

的て
き

な
勝

し
ょ
う

利り

を
収お

さ

め
ま

し
た
」
と
い
う
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

で
は
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

た
ち
は
我わ

が
先せ

ん

人じ
ん

た
ち

の
成な

し
遂と

げ
た
世せ

界か
い

史し

的て
き

偉い

業ぎ
ょ
うを
知し

ら
ず
に
通と

お

り
過す

ぎ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

　

戦せ
ん

争そ
う

の
結け

つ

末ま
つ

に
つ
い
て
も
、東と

う

書し
ょ

版ば
ん

の
書か

き
ぶ
り
は
異い

様よ
う

だ
。

２
節せ

つ

で
引い

ん

用よ
う

し
た
日に

ち

露ろ

両り
ょ
う

国こ
く

で「
戦せ

ん

争そ
う

の
継け

い

続ぞ
く

が
困こ

ん

難な
ん

に
な
っ

た
」
と
の
一い

っ

節せ
つ

の
後あ

と

は
こ
う
続つ

づ

く
。

　
日に

本ほ
ん

が
１
９
０
５
年ね

ん

５
月が

つ

の
日に

本ほ
ん

海か
い

海か
い

戦せ
ん

で
勝

し
ょ
う

利り

し
た
こ

と
を
機き

に
、
ア
メ
リ
カ
の
仲

ち
ゅ
う

介か
い

に
よ
っ
て
日に

本ほ
ん

と
ロ
シ
ア
と
の

間あ
い
だで
講こ

う

和わ

会か
い

議ぎ

が
開ひ

ら

か
れ
、
９
月が

つ

に
ポ
ー
ツ
マ
ス
条

じ
ょ
う

約や
く

が
結む

す

ば

れ
ま
し
た
。［
１
，　
ｐ
１
７
９
］

　
こ
の
後あ

と

、
講こ

う

和わ

条じ
ょ
う

件け
ん

の
説せ

つ

明め
い

と
、
賠ば

い

償し
ょ
う

金き
ん

が
と
れ
な
か
っ

た
事こ

と

に
怒お

こ

っ
た
国こ

く

民み
ん

が
日ひ

比び

谷や

焼や

き
討う

ち
事じ

件け
ん

な
ど
暴ぼ

う

動ど
う

ま

で
起お

こ
し
た
こ
と
を
述の

べ
る
。
し
か
し
、「
日に

本ほ
ん

海か
い

海か
い

戦せ
ん

で
勝

し
ょ
う

利り

」
と
は
書か

い
て
も
、「
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

の
勝

し
ょ
う

利り

」
と
は
一ひ

と

言こ
と

も
書か

か
な
い
。

　
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

は
、日に

本ほ
ん

の
存そ

ん

亡ぼ
う

を
か
け
た
戦た

た
かい
で
あ
っ
た
か
ら
、

た
と
え
ど
ん
な
辛し

ん

勝し
ょ
うに
せ
よ
、
と
に
か
く
勝か

っ
て
ロ
シ
ア
の
南な

ん

進し
ん

に
歯は

止ど

め
を
か
け
る
事こ

と

が
戦せ

ん

争そ
う

目も
く

的て
き

で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
講こ

う

和わ

会か
い

議ぎ

の
政せ

い

府ふ

全ぜ
ん

権け
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う・
小こ

村む
ら

寿じ
ゅ

太た

郎ろ
う

は
、
帰き

国こ
く

の
際さ

い

に
は
爆ば

く

弾だ
ん

か
銃

じ
ゅ
う

弾だ
ん

を
浴あ

び
せ
ら
れ
る
こ
と
も

覚か
く

悟ご

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点て

ん

で
、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

は
こ
う
書か

く
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

し
でも日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んで
いない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介
してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
戦せ

ん

争そ
う

の
経け

い

過か

　
一い

っ

方ぽ
う　

わ
が
国く

に

の
兵へ

い

力り
ょ
くや
武ぶ

器き

、
弾だ

ん

薬や
く

戦せ
ん

費ぴ

は
底そ

こ

を
つ

き
始は

じ

め
、
ロ
シ
ア
で
も
革か

く

命め
い

の
動う

ご

き
が
高た

か

ま
っ
て
い
た
た
め
、

１
９
０
５
（
明め

い

治じ

３
８
）
年ね

ん

、
ア
メ
リ
カ
の
仲

ち
ゅ
う

介か
い

で
ポ
ー
ツ
マ

ス
条

じ
ょ
う

約や
く

が
結む

す

ば
れ
、我わ

が
国く

に

の
勝

し
ょ
う

利り

で
戦せ

ん

争そ
う

は
終お

わ
り
ま
し
た
。

［
２
，　
ｐ
１
９
１
］

　
「
我わ

が
国く

に

の
勝

し
ょ
う

利り

」
と
明め

い

記き

し
て
あ
る
点て

ん

は
当と

う

然ぜ
ん

だ
が
、
こ

の
戦せ

ん

争そ
う

が
独ど

く

立り
つ

保ほ

全ぜ
ん

の
た
め
の
戦た

た
かい
で
あ
っ
て
、
国こ

く

民み
ん

の
不ふ

満ま
ん

を
抑お

さ

え
て
も
、
講こ

う

和わ

を
最さ

い

優ゆ
う

先せ
ん

し
た
と
い
う
明め

い

治じ

政せ
い

府ふ

の
叡え

い

智ち

に
も
一ひ

と

言こ
と

あ
っ
て
然し

か

る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

日に
ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

後ご

の
国こ

く

内な
い

外が
い

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
つ
い
て
も
、
両

り
ょ
う

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

の
記き

述じ
ゅ
つは
対た

い

照し
ょ
う

的て
き

だ
。
ま
ず
国こ

く

内な
い

に
つ
い
て
、
東と

う

書し
ょ

版ば
ん

は
こ

う
書か

く
。［
１
，　
ｐ
１
７
９
］

　
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

で
の
勝

し
ょ
う

利り

に
よ
っ
て
、
日に

本ほ
ん

は
列れ

っ

強き
ょ
うと
し
て
の
国こ

く

際さ
い

的て
き

な
地ち

位い

を
固か

た

め
ま
し
た
。
国こ

く

民み
ん

の
中な

か

に
は
、
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

国こ
く

の
一い

ち

員い
ん

に
な
っ
た
と
い
う
大た

い

国こ
く

意い

識し
き

が
生う

ま
れ
、
ア
ジ
ア
諸し

ょ

国こ
く

に
対た

い

す
る
優ゆ

う

越え
つ

感か
ん

が
強つ

よ

ま
り
ま
し
た
。

　

育い
く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

は
、
こ
う
記し

る

す
。［
２
，　
ｐ
１
９
２
］

　
幕ば

く

末ま
つ

以い

来ら
い

、
わ
が
国く

に

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

や
国こ

く

民み
ん

に
は
、
欧お

う

米べ
い

列れ
っ

強
き
ょ
う

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
さ
れ
る
と
い
う
根ね

強づ
よ

い
危き

機き

感か
ん

が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
危き

機き

感か
ん

は
、
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

の
勝

し
ょ
う

利り

で
解か

い

消し
ょ
うし
、
欧お

う

米べ
い

列れ
っ

強き
ょ
うと
並な

ら

ぶ
国く

に

に
な
っ
た
と
い
う
安あ

ん

心し
ん

感か
ん

と
自じ

信し
ん

が
生う

ま
れ

ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
１
８
世せ

い

紀き

以い

前ぜ
ん

か
ら
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
転て

ん

落ら
く

し
、
１
９
世せ

い

紀き

に
入は

い

っ
て
か
ら
も
、
列れ

っ

強き
ょ
うに
よ
る
シ
ナ
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
蚕さ

ん

食し
ょ
くが
続つ

づ

い
て
い
た
。
幕ば

く

末ま
つ

以い

降こ
う

の
日に

本ほ
ん

が
国く

に

を
あ
げ
て
の
富ふ

国こ
く

強き
ょ
う

兵へ
い

に
取と

り
組く

ん
だ
の

も
「
欧お

う

米べ
い

列れ
っ

強き
ょ
うの
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
さ
れ
る
と
い
う
根ね

強づ
よ

い
危き

機き

感か
ん

」

か
ら
だ
っ
た
。

　

英え
い

国こ
く

と
同ど

う

盟め
い

を
結む

す

び
、
ロ
シ
ア
を
破や

ぶ
っ
た
今い

ま

、
よ
う
や
く
こ

の
危き

機き

感か
ん

が
解か

い

消し
ょ
うさ
れ
、「
欧お

う

米べ
い

列れ
っ

強き
ょ
うと
並な

ら

ぶ
国く

に

に
な
っ
た
と

い
う
安あ

ん

心し
ん

感か
ん

と
自じ

信し
ん

」
が
生う

ま
れ
た
と
い
う
時じ

代だ
い

認に
ん

識し
き

は
我わ

が
国く

に

近き
ん

代だ
い

史し

の
本ほ

ん

質し
つ

を
つ
い
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
て
、
東と

う

書し
ょ

版ば
ん

の
「
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

国こ
く

の
一い

ち

員い
ん

に
な
っ

た
と
い
う
大た

い

国こ
く

意い

識し
き

が
生う

ま
れ
、
ア
ジ
ア
諸し

ょ

国こ
く

に
対た

い

す
る
優ゆ

う

越え
つ

感か
ん

が
強つ

よ

ま
り
ま
し
た
」
と
い
う
歴れ

き

史し

認に
ん

識し
き

の
根こ

ん

拠き
ょ

は
何な

に

な

の
か
？

　

た
と
え
ば
、
明め

い

治じ

大た
い

正し
ょ
う

期き

に
は
多お

お

く
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
ア
ジ
ア

各か
っ

国こ
く

の
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

を
支し

援え
ん

し
て
い
る
。
孫そ

ん

文ぶ
ん

の
シ
ナ
革か

く

命め
い

運う
ん

動ど
う

、
ラ
ー
ス
・
ビ
ー
ハ
リ
ー
・
ボ
ー
ス
の
イ
ン
ド
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

、

リ
カ
ル
テ
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

、
ベ
ト
ナ
ム
の
フ
ァ

ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
に
よ
る
「
東ど

ん

遊ず
ー

運う
ん

動ど
う

」
な
ど
、
欧お

う

米べ
い

列れ
っ

強き
ょ
うの
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

か
ら
ア
ジ
ア
を
救す

く

お
う
と
い
う
運う

ん

動ど
う

は
日に

本ほ
ん

の

朝ち
ょ
う

野や

で
盛さ

か

ん
に
行お

こ
なわ
れ
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
の
史し

実じ
つ

を
無む

視し

し
た
上う

え

で
、「
ア
ジ
ア
諸し

ょ

国こ
く

に
対た

い

す

る
優ゆ

う

越え
つ

感か
ん

が
強つ

よ

ま
り
ま
し
た
」
と
言い

い
う
る
、
ど
ん
な
根こ

ん

拠き
ょ

日に
ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

で
明め

い

治じ

日に

本ほ
ん

は
世せ

界か
い

史し

に
残の

こ

る
勝し

ょ
う

利り

を
成な

し
遂と

げ
、

　
　
　
　
　
　
　
　

世せ

界か
い

の
有ゆ

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

に
独ど

く

立り
つ

へ
の
希き

望ぼ
う

を
与あ

た

え
た
。

５
．
日に

本ほ
ん

は
勝か

っ
た
の
か
？

が
あ
る
の
か
、
東と

う

書し
ょ

版ば
ん

の
執し

っ

筆ぴ
つ

陣じ
ん

に
聞き

い
て
み
た
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

国こ
く

外が
い

へ
の
影え

い

響き
ょ
うに
つ
い
て
は
、
東と

う

書し
ょ

版ば
ん

は
こ
う
記き

述じ
ゅ
つす
る
。

［
１
，　
ｐ
１
７
９
］

　
一い

っ

方ぽ
う

、
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

で
の
日に

本ほ
ん

の
勝

し
ょ
う

利り

は
、
イ
ン
ド
や
ベ
ト
ナ

ム
な
ど
、
欧お

う

米べ
い

列れ
っ

強き
ょ
うの
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

で
あ
っ
た
ア
ジ
ア
の
さ
ま
ざ
ま

な
民み

ん

族ぞ
く

に
刺し

激げ
き

を
あ
た
え
、
民み

ん

族ぞ
く

運う
ん

動ど
う

は
活か

っ

発ぱ
つ

化か

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
日に

本ほ
ん

は
新あ

ら

た
な
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

国こ
く

と
し
て
ア
ジ
ア
の
民み

ん

族ぞ
く

に
接せ

っ

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
部ぶ

分ぶ
ん

の
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

の
記き

述じ
ゅ
つは
、
以い

下か

の
通と

お

り
で
あ
る
。

［
２
，　
ｐ
１
９
２
］

　
ま
た
、　
同お

な

じ
有ゆ

う

色し
ょ
く

民み
ん

族ぞ
く

が
、
世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

の
陸り

く

軍ぐ
ん

国こ
く

・
ロ

シ
ア
を
打う

ち
破や

ぶ
っ
た
と
い
う
事じ

実じ
つ

は
、
列れ

っ

強き
ょ
うの
圧あ

っ

迫ぱ
く

や
、
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

支し

配は
い

の
苦く

る

し
み
に
あ
え
い
で
い
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
民み

ん

族ぞ
く

に
、
独ど

く

立り
つ
へ
の
希き

望ぼ
う

を
あ
た
え
ま
し
た
。
イ
ン
ド
独ど

く

立り
つ

の
父ち

ち

ネ
ル
ー
や
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

革か
く

命め
い

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

孫そ
ん

文ぶ
ん

は
、
日に

本ほ
ん

の
勝

し
ょ
う

利り

が

ア
ジ
ア
諸し

ょ

国こ
く

に
あ
た
え
た
感か

ん

動ど
う

を
語か

た
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
後ご

ア
ジ
ア
各か

く

地ち

で
お
こ
っ
た
近き

ん

代だ
い

化か

や
独ど

く

立り
つ

を

め
ざ
す
一い

ち

連れ
ん

の
動う

ご

き
に
も
、こ
の
戦せ

ん

争そ
う

の
影え

い

響き
ょ
うが
あ
り
ま
し
た
。

日に

本ほ
ん

に
は
ア
ジ
ア
諸し

ょ

国こ
く

か
ら
多お

お

く
の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

や
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

家か

が
訪お

と
ずれ
、
わ
が
国く

に

も
ま
た
政せ

い

府ふ

・
民み

ん

間か
ん

を
問と

わ
ず
、
彼か

れ

ら
を
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こ
う
い
う
証

し
ょ
う

言げ
ん

に
触ふ

れ
て
こ
そ
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

に
も
歴れ

き

史し

を
学ま

な

ぶ

面お
も

白し
ろ

さ
が
分わ

か
る
。
こ
れ
を
東と

う

書し
ょ

版ば
ん

の
よ
う
に
「
刺し

激げ
き

を
あ

た
え
」
で
済す

ま
せ
て
し
ま
っ
た
ら
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
心こ

こ
ろに
は
何な

に

も
響ひ

び

か
な
い
。

　

ま
し
て
「
し
か
し
、
日に

本ほ
ん

は
新あ

ら

た
な
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

国こ
く

と
し
て

ア
ジ
ア
の
民み

ん

族ぞ
く

に
接せ

っ

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
で
は
、
近き

ん

隣り
ん

諸し
ょ

国こ
く

の
歴れ

き

史し

家か

の
負ま

け
惜お

し
み
と
し
か
聞き

こ
え
な
い
の
で
あ

る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．『
新し

ん

編ぺ
ん

新あ
た
らし
い
社し

ゃ

会か
い

歴れ
き

史し　
［
平へ

い

成せ
い

２
８
年ね

ん

度ど

採さ
い

用よ
う

］』、

（下
げ

）

４
．「
世せ

界か
い

の
海か

い

戦せ
ん

史し

に

　
　

  

例れ
い

を
見み

な
い
戦せ

ん

果か

」

歴
れ き

史
し

教
きょう

科
か

書
し ょ

読
よ

み比
く ら

べ

受う

け
入い

れ
ま
し
た
。

　

孫そ
ん

文ぶ
ん

や
ネ
ル
ー
が
語か

た

っ
た

感か
ん

動ど
う

は
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

に
も
分わ

か

り
や
す
い
の
で
、
引い

ん

用よ
う

す
べ

き
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば

孫そ
ん

文ぶ
ん

は
こ
う
語か

た
っ
て
い
る
。

　

ど
う
し
て
も
ア
ジ
ア
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
抵て

い

抗こ
う

で
き
ず
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
圧あ

っ

迫ぱ
く

か
ら
ぬ
け

だ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
永え

い

久
き
ゅ
う

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
奴ど

隷れ
い

に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考か

ん
が
え

た
の
で
す
。（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）

　

と
こ
ろ
が
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が

ロ
シ
ア
人じ

ん

に
勝か

っ
た
の
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対た

い

し
て
ア
ジ
ア

民み
ん

族ぞ
く

が
勝

し
ょ
う

利り

し
た
の
は
最さ

い

近き
ん

数す
う

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

の
間あ

い
だに
こ
れ
が
は
じ

め
て
で
し
た
。
こ
の
戦せ

ん

争そ
う

の

影え
い

響き
ょ
うが
す
ぐ
全ぜ

ん

ア
ジ
ア
に
つ

た
わ
り
ま
す
と
ア
ジ
ア
の
全ぜ

ん

民み
ん

族ぞ
く

は
、
大お

お

き
な
驚お

ど
ろ
き
と
喜

よ
ろ
こ

び
を
感か

ん

じ
、
と
て
も
大お

お

き
な

希き

望ぼ
う

を
抱い

だ

い
た
の
で
あ
り
ま

す
。

東と
う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

、
Ｈ
２
７　

２
．
伊い

藤と
う

隆た
か
し・
川か

わ

上か
み

和か
ず

久ひ
さ

ほ
か
『
新し

ん

編ぺ
ん　

新あ
た
ら

し
い
日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ

２
８

３
．
中な

か

村む
ら

粲ゆ
た
か『
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

へ
の
道み

ち

』、
展て

ん

転て
ん

社し
ゃ

、
Ｈ

２４
．
渡わ

た

部べ

昇し
ょ
う

一い
ち
『「
日に

本ほ
ん

の

歴れ
き

史し

」
５　

明め
い

治じ

篇へ
ん　

世せ

界か
い

史し

に
躍お

ど

り
出で

た
日に

本ほ
ん

』、

Ｗ
Ａ
Ｃ　

Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
、

Ｈ
２
８

６
．「
ア
ジ
ア
諸し

ょ

国こ
く

に
対た

い

す
る

　
　

優ゆ
う

越え
つ

感か
ん

が
強つ

よ

ま
り
ま
し
た
」？

７
．「
刺し

激げ
き

」
か
、「
感か

ん

動ど
う

」
か
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Aprovação 

A NHK contatou aleato-
riamente 2.233 pessoas 
de 18 anos ou mais por 
telefone. 1.309 respon-
deram. O levantamen-
to aconteceu durante 3 
dias, a partir de sexta-
feira, um dia depois do 
premiê Abe ter refor-
mulado seu gabinete e 
também a liderança do 
seu partido, o principal 
da atual coalizão, o Li-
beral Democrático.
39% dos que respon-
deram disseram que 
apoiam o gabinete. Isto 
representa 4 pontos a 
mais em relação ao ní-
vel do mês passado. O 
índice de desaprovação 
caiu em 5 pontos, fi can-
do a 43%.
Entre as pessoas que 
apoiam o atual gabine-

Japão incrementa 
vigilância de mísseis 
norte-coreanos

Um levantamento de opinião pública realizado pela 
NHK indicou que o nível de aprovação do gabinete 
do premiê Shinzo Abe melhorou ligeiramente depois 
da recente reformulação dos membros do gabinete. 
Contudo, não chegou a um nível superior ao índice 
de desaprovação.

te, 50% disseram que o 
mesmo parece ser me-
lhor do que os anterio-
res. 16% disseram que 
acreditam que o mesmo 
pode realizar mudan-
ças, enquanto 13% dis-
seram que o gabinete 
é constituído de parti-
dos políticos que eles 
apoiam.
Entre os que não 
apoiam, 46% disseram 
que não confi am no pre-
miê Abe. 30% disseram 
que não têm grandes 
expectativas no tocante 
à politica do gabinete, 
enquanto que 8% disse-
ram que o mesmo não 
será capaz de imple-
mentar mudanças.
Abe disse em uma 
sessão ad hoc do Par-
lamento, no mês pas-

sado, que soubera que 
um operador de escola 
administrada por um 
amigo desejava abrir 
uma escola de veteriná-
ria em uma zona espe-
cial regulada somente 
quando o mesmo fez 
uma solicitação para 
criação do projeto em 
20 de janeiro. A escola 
agora está no centro de 
um escândalo de tráfi co 
de infl uência.
15% do público entre-
vistado vê a explica-
ção do premiê como 
convincente, enquanto 
78% dos entrevistados 
disseram que não estão 
convencidos de que os 
procedimentos tenham 
sido corretos.

O  Ministério da Defe-
sa do Japão vai aumen-
tar o alerta e a vigilância 
em preparação para pos-
síveis contingências que 
surjam em decorrência 
da ameaça de lançamen-
to de mísseis balísticos 
feita pela Coreia do 
Norte.
Na quinta-feira, Pyon-
gyang disse que está 
considerando lançar 
quatro mísseis balísti-
cos simultaneamente, 
afi rmando que os mes-
mos passariam sobre 

as províncias japonesas 
de Shimane, Hiroshima 
e Kochi, vindo então a 
cair no oceano, 30 a 40 
quilômetros ao largo da 
costa de Guam. A Co-
reia do Norte disse que 
vai completar os planos 
para o lançamento até a 
metade de agosto.
Alguns funcionários do 
governo japonês espe-
culam que a Coreia do 
Norte pode ter mencio-
nado Guam e as pro-
víncias japonesas como 
uma advertência contra 

pública do gabinete 

Defesa Nacional 11/08/2017

Os fabricantes de car-
ros do Japão anuncia-
ram o esquema de traba-
lhadores do setor de TI 
que estariam conside-
rando uma mudança na 
sua metade de carreira, 
à medida que aceleram 
mobilizações para o de-
senvolvimento de veícu-
los de auto direção.
A Toyota Motor colo-
cou anúncios de recru-
tamento em 10 estações 

ao longo da linha ferro-
viária Nambu, que liga 
Tóquio com Kawasaki, 
uma cidade industrial. 
Um dos anúncios apre-
senta o slogan, “Estaria 
você trabalhando para 
um fabricante líder no 
setor? Então, por que 
não vir trabalhar conos-
co?”, diz os termos do 
anúncio.
Muitos fabricantes do 
setor de eletrônica, in-

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

japonês aumenta ligeiramente 
após mudanças de ministrosa cooperação de defesa 

nipo-americana.
Falando à imprensa na 
quinta-feira, o minis-
tro da Defesa do Japão, 
Itsunori Onodera, foi 
questionado sobre se 
estaria considerando 
usar interceptores de 
mísseis a partir da terra 
PAC-3 nas regiões men-
cionadas pela Coreia do 
Norte. Ele respondeu di-
zendo que vai adotar as 
medidas necessárias le-
vando vários fatores em 
consideração.

Economia  09/08/2017

Comentário 07/08/2017

Fabricantes de carros 
deverão aumentar 
número de trabalhadores 
no setor de TI

Painel começa revisão de 
plano energético japonês

Plano Energético  09/08/2017

Um painel do governo 
japonês começou a revi-
sar a política energética 
de médio e longo prazo 
do Japão. O foco das dis-
cussões são a questão da 
geração de energia nucle-
ar e formas de promover 
fontes renováveis.
A política energética ja-
ponesa é revisada mais 
ou menos a cada três 
anos. Representantes do 
Ministério da Economia, 
Comércio e Indústria 
participaram do encontro 

do painel nesta quarta-
feira. Durante a reunião, 
eles disseram que, no 
ano fi scal de 2016, cerca 
de 2% do total de energia 
gerada no Japão vinha de 
usinas nucleares. Fontes 
renováveis foram res-
ponsáveis por cerca de 
15%.
O atual plano energético 
prevê que, até o ano fi s-
cal de 2030, de 20 a 22% 
do total deverão ser de 
energia nuclear, enquan-
to de 22 a 24% deverão 

ser produzidos por fon-
tes renováveis. Alguns 
membros do painel pedi-
ram a revisão do plano. 
Outros disseram que é 
preciso debater se as usi-
nas nucleares deveriam 
ser reconstruídas ou se 
novos complexos seriam 
necessários.
O ministério planeja con-
cluir a revisão do plano 
energético do país até 
março de 2018.

cluindo a NEC, Hitachi 
e Toshiba têm instala-
ções situadas ao lon-
go da Linha Nambu. 
Funcionários da Toyota 
afi rmam que estão espe-
rando receber solicita-
ções de engenheiros que 
trabalham ao longo da 
linha em questão.
A Nissan Motor está pla-
nejando contratar 740 
trabalhadores com expe-
riência que estejam inte-
ressados em ingressar na 
nova indústria. A cifra é 
superior a de solicitantes 
recém-formados.
A Honda Motor está 
também planejando 
contratar 590 trabalha-
dores em meio de carrei-
ra. Isto é mais do que o 
dobro do número que o 
fabricante de carros es-
perava contratar no ano 
fi scal passado.

Informação com 
cred ibi l idade . 
Política, cultura, 
entretenimento, 
espor te, la zer, 
n o t i c i á r i o d a 
NHK e a ma i s 
c o m p l e t a 
cober tura dos 
e v e n t o s  d a 
c o m u n i d a d e 
nipo-brasileira.

Assine o Jornal Nippak, 
o mais completo jornal da 
comunidade nikkei

Ligue e garanta sua 
assinatura
: (11) 3340-6060
Conhe ça t ambém o 
nosso Portal. Acesse: 
www.portalnikkei.com.br
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